
市道南中央町１号線（10610橋） 補修一般図

側 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

断 面 図 S=1:50

橋 梁 名

路 線 名

所 在 地

幅　　員

10610橋

市道 南中央町1号線

岡山市北区南中央町

橋　　長

上部工形式 PCI桁橋

その他橋台

橋　梁　諸　元

架橋年度 不明

下部工形式

有効幅員 L=10.25m , 全幅員 = 10.94m

旧橋：L=7.10m　拡幅橋：L=8.45m

設計荷重 不明

A1 A2

A1 A2

・本図は現地計測結果を基に復元した。

【注記】

用水路

(t=40～70mm)

市道南中央町１号線（10610橋） 補修一般図
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アスファルト舗装 

300

橋面防水工、舗装打換え工、伸縮装置設置工、断面修復工

橋面防水工、舗装打換え工、伸縮装置設置工、断面修復工

橋面防水工、舗装打換え工、伸縮装置設置工、断面修復工



市道南中央町１号線（10610橋） 桁下補修図

T8 100×100

T9 100×100

T10 100×100 T11 100×100

T12 100×100

T13 100×100

U1 450×250 H1 200×100
H2 150×150

T1 100×100

U2 800×250

T2 100×100

T3 50×50

T4 100×100

至　終点 至　起点

至　起点 至　終点T5 300×100 T6 550×200 T7 550×200

K1 200x100
R

R

側面図（上流側）

側面図（下流側）

平 面 図 S=1:30

S=1:30

S=1:30

　　　ひびわれ

　　　ひびわれ　　　ひびわれ

用水路

A1 A2

剥離･鉄筋露出

遊離石灰

漏水･滞水

腐　食

ひびわれ

う　き

0.2㎜未満

0.2㎜以上0.5㎜未満

1.0㎜以上

U

H

T

剥離･ジャンカ

鉄筋露出

損傷凡例

R

0.5㎜以上1.0㎜未満

Y

損傷の種類 表　示

その他

1.0

0.5

0.2

0.1

注記
　1.施工に当って，諸数値は全て現地再測の後，決定のこと。
　2.近接目視調査により、再度調査を実施すること。
　　その調査結果に基づき、協議の上、施工数量を決定するものとする。

開　始

コンクリートのはつり・鉄筋の露出

鉄筋の錆落とし・清掃

コンクリート面にプライマー塗布

養　生

終　了

断面修復工法のフローチャート

コンクリート欠損部に充填材を充填

鉄筋表面に防錆材塗布

鉄筋防錆処理（ポリマーセメント系）断面復旧材（ポリマーセメント系）

エポキシ樹脂系プライマー塗布

鉄筋

【注記】
　・断面修復材の品質は、強度・材質が既設コンクリートと同等の材料とする。
　・劣化位置の外周にコンクリートカッターで切れ目を入れ、断面修復時に
　　フェザーエッジにならないよう端部形成を行うこと。
　・鉄筋に錆が認められた場合は、鋼材背面まで露出させ完全に錆を落とした上
　　で防錆処理を行うこと。また、鉄筋腐食が著しく進行している場合は発注者
　　と協議の上、施工を実施すること。
　・修復厚を明記しているが修復材は確実に損傷最深部まで充填すること。
　・純かぶりが極端に薄い箇所に於いては、修復時に鉄筋かぶりを1・D(D=鉄筋径)
　　以上確保するように修復すること。

断面修復工法詳細図
(左官工法 : ポリマーセメント系)

鉄筋露出・剥離・欠損部・うき部
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市道南中央町１号線（10610橋） 桁下補修図

図  示

工 事 名

図 面 名

施工年度

縮   尺 図面番号

発 注 者

令和 ８ 年度

市道南中央町１号線（10610橋）

岡 山 市

/

橋梁補修工事（R8）

52

主桁：鉄筋露出

主桁：鉄筋露出

主桁：鉄筋露出

主桁：その他（うき）

主桁：鉄筋露出

主桁：その他（剥離）

主桁：ひびわれ
主桁・床版：漏水

主桁：鉄筋露出 主桁：鉄筋露出 主桁：鉄筋露出 主桁：鉄筋露出

主桁・床版：漏水

主桁：鉄筋露出

主桁：鉄筋露出

主桁：鉄筋露出 主桁：鉄筋露出

主桁：鉄筋露出

主桁：鉄筋露出
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カッター切断
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市道南中央町１号線（10610橋） 橋面補修図

市道南中央町１号線（10610橋） 橋面補修図

側 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

断 面 図 S=1:50

A1 A2

A1 A2

用水路

・本図は現地計測結果を基に復元した。

【注記】

・施工前には現地調査を行い、補修箇所及び現地寸法を確認すること。

表層：密粒度As(13):t=40～70mm

塗膜系防水層(アスファルト加熱型)

アスファルト舗装:t=40～70mm

表層：密粒度As(13):t=40～70mm

塗膜系防水層(アスファルト加熱型)

アスファルト舗装:t=40～70mm

導水管参考図

表層　As

地覆

床版上面

塗膜系防水層

端部立ち上げ処理詳細図

t=4～7cm

塗膜系防水層

t=4～7cm

塗膜系防水層

排水管参考図

フレシキブルチューブφ20
（桁下から0.2ｍまで配管すること。）

橋台

主桁

図  示

工 事 名

図 面 名

施工年度

縮   尺 図面番号

発 注 者

令和 ８ 年度

市道南中央町１号線（10610橋）

岡 山 市

/

橋梁補修工事（R8）

53
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アスファルト舗装　A=32.4m2

橋面防水工　A=32.4m2

舗装版破砕　A=32.4m2

アスファルト舗装　A=41.0m2

橋面防水工　A=41.0m2

舗装版破砕　A=41.0m2
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導水管φ18

橋面防水工 端部処理剤

成型目地材

表層：密粒度As

橋面防水工

表層：密粒度As

橋面防水工

縦目地部

排水管

導水管φ18 L=5.13m

導水管φ18 L=2.89m

導水管φ18 L=4.04m

導水管φ18 L=7.06m
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排水管 φ20
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市道南中央町１号線（10610橋） 伸縮装置補修図

（HQファルコン t=51～70）（HQファルコン t=40～51）

拡幅橋側 旧橋側
断 面 図 S=1:40

HQシームレスジョイント
（HQファルコン t=51）

注）<　>内はA2部を示す。

床版側又は旧橋側橋台側又は拡幅橋側

伸縮装置取付断面図 S=1:5

注1）仕様・諸寸法・適応の可否は、現地再調査及び照査の上、決定のこと。

注2）伸縮装置箱抜部については、必要に応じて超速硬無収縮モルタル等にて

　 　補修及び不陸調整を行うこと。

注3）既設伸縮装置は、ノージョイントを想定。

拡幅橋側横目地部

旧橋側横目地部

40～51

t

51～70

寸法表

縦目地部 51

46

t平均

61

-

地覆部 断面図 S=1:2

メジエイド

メジエイド

メジエイド

A1 A2

平 面 図 S=1:60

拡幅橋側

旧橋側

舗装修繕工

第二工程第一工程

交通開放

施工フロー

完了・交通開放

舗装厚内型伸縮装置設置工

市道南中央町１号線（10610橋）伸縮装置補修図
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1,200

橋 梁 名

路 線 名

所 在 地

幅　　員

10610橋

市道 南中央町1号線

岡山市北区南中央町

橋　　長

上部工形式 PCI桁橋

その他橋台

橋　梁　諸　元

架橋年度 不明

下部工形式

有効幅員 L=10.25m , 全幅員 = 10.94m

旧橋：L=7.10m　拡幅橋：L=8.45m

設計荷重 不明
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市道南中央町１号線（10610橋） 仮設足場図（参考図）

平 面 図 S=1:50
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図 面 名

施工年度

縮   尺 図面番号

発 注 者

令和 ８ 年度

市道南中央町１号線（10610橋）

岡 山 市

市道南中央町１号線（10610橋） 仮設足場図（参考図）
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